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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月12日(2018.9.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、前記方法は、
　　前記ビデオデータ中で、オフセット値を受信することと、
　　前記ビデオデータの１つまたは複数のブロックについて、適応色変換が有効にされる
と決定することと、
　　前記１つまたは複数のブロックについてのＲＧＢ色空間量子化パラメータの赤色、緑
色、および青色を決定することと、ここにおいて、前記ＲＧＢ色空間量子化パラメータを
決定することは、ＹＣｂＣｒ色空間量子化パラメータのルーマ－クロマに前記オフセット
値を加算することを備える、
　　前記ＲＧＢ色空間量子化パラメータの値がしきい値を下回っていることに応答して、
変更されたＲＧＢ色空間量子化パラメータを決定するために前記ＲＧＢ色空間量子化パラ
メータを変更することと、
　　前記変更されたＲＧＢ色空間量子化パラメータに基づいて、前記１つまたは複数のブ
ロックからの１つのブロックの変換係数を量子化解除することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ビデオデータの前記１つまたは複数のブロックについて、適応色変換が有効にされ
ると決定することは、前記ビデオデータについてのクロマフォーマットを決定することを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　４：４：４のクロマフォーマットを決定したことに応答して、適応色変換が有効にされ
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ると決定すること
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　４：４：４以外のクロマフォーマットを決定したことに応答して、適応色変換が無効に
されると決定すること
　をさらに備える、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記ビデオデータの前記１つまたは複数のブロックについて、適応色変換が有効にされ
ると決定することは、前記ビデオデータ中のシンタックス要素をパースすることを備え、
ここにおいて、前記シンタックス要素は、適応色変換が有効にされるかどうかを示す、請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記シンタックス要素がピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）中でシグナリングされる
、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記しきい値が０であり、ここにおいて、前記変更された量子化パラメータの値が０よ
りも大きいかまたはそれに等しい、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記変更されたＲＧＢ色空間量子化パラメータが、５１＋前記オフセット値よりも小さ
いかまたはそれに等しい、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信デバイスの受信機で、前記ビデオデータを受信することと、
　前記ワイヤレス通信デバイスのメモリに前記ビデオデータを記憶することと、
　前記ワイヤレス通信デバイスの１つまたは複数のプロセッサ上で前記ビデオデータを処
理することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ワイヤレス通信デバイスは電話ハンドセットを備え、ここにおいて、前記ワイヤレ
ス通信デバイスの前記受信機で前記ビデオデータを受信することは、ワイヤレス通信規格
に従って、前記ビデオデータを備える信号を復調することを備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記オフセット値が前記量子化パラメータに加算されるべきであると示すフラグを受信
すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記量子化解除された変換係数に基づいて、前記ビデオデータについての残差ブロック
を決定することと、
　予測ブロックを決定することと、
　ビデオデータの再構成ブロックを決定するために、予測ブロックに前記残差ブロックを
加算することと
　をさらに備える、方法。
【請求項１３】
　前記ビデオデータを復号する前記方法が、ビデオ符号化プロセスの一部として実行され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ビデオデータを復号するための装置であって、前記装置は、
　　前記ビデオデータ中で、オフセット値を受信するための手段と、
　　前記ビデオデータの１つまたは複数のブロックについて、適応色変換が有効にされる
と決定するための手段と、
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　　前記１つまたは複数のブロックについてのＲＧＢ色空間量子化パラメータの赤色、緑
色、および青色を決定するための手段と、前記ＲＧＢ色空間量子化パラメータを決定する
ことは、ＹＣｂＣｒ色空間量子化パラメータのルーマ－クロマに前記オフセット値を加算
することを備える、
　　前記ＲＧＢ色空間量子化パラメータの値がしきい値を下回っていることに応答して、
変更されたＲＧＢ色空間量子化パラメータを決定するために前記ＲＧＢ色空間量子化パラ
メータを変更するための手段と、
　　前記変更されたＲＧＢ色空間量子化パラメータに基づいて、前記１つまたは複数のブ
ロックからの１つのブロックの変換係数を量子化解除するための手段と
　を備える、装置。
【請求項１５】
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、前記１つまたは複数のプロセッ
サに、
　　前記ビデオデータ中で、オフセット値を受信することと、
　　前記ビデオデータの１つまたは複数のブロックについて、適応色変換が有効にされる
と決定することと、
　　前記１つまたは複数のブロックについてのＲＧＢ色空間量子化パラメータの赤色、緑
色、および青色を決定することと、ここにおいて、前記ＲＧＢ色空間量子化パラメータを
決定することは、ＹＣｂＣｒ色空間量子化パラメータのルーマ－クロマに前記オフセット
値を加算することを備える、
　　前記ＲＧＢ色空間量子化パラメータの値がしきい値を下回っていることに応答して、
変更されたＲＧＢ色空間量子化パラメータを決定するために前記ＲＧＢ色空間量子化パラ
メータを変更することと、
　　前記変更されたＲＧＢ色空間量子化パラメータに基づいて、前記１つまたは複数のブ
ロックからの１つのブロックの変換係数を量子化解除することと
　を行わせる命令を記憶するコンピュータ可読記憶媒体。


	header
	written-amendment

